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平成２９年 第９回宮崎市教育委員会定例会会議録

１ 日 時 平成２９年８月２２日（火）１３：４０～１６：００

２ 場 所 教育委員会室

３ 出席者 【教育長・教育委員】

二見教育長、松野代表教育委員、畠山委員、江草委員、柳田委員

【事務局】

小泉教育局長

（企画総務課) 本村課長、山本補佐、鍋島主幹、久保係長、

佐藤主査、田中主査、黒田主任主事

（学校施設課）佐土課長、大住補佐

（学校教育課）松竹課長、田口補佐、黒木補佐

（教育情報研修センター）荒武所長、平山次長

（生涯学習課）矢野補佐

（保健給食課）横山課長、和田補佐

（文化財課） 羽木本課長、小窪補佐

４ 議 案

５ 報 告

番 号 件 名 説 明 者

議案第２５号 平成２８年度一般会計歳入歳出決算の原案について
教育局長

各課長

議案第２６号 平成２９年度一般会計補正予算案の原案について

教育局長

企画総務課長

学校施設課長

学校教育課長

番 号 件 名 説 明 者

報告第３７号 宮崎市行政改革推進本部会議の報告について
企画総務課長

補佐

報告第３８号 公益財団法人宮崎文化振興協会の経営状況について 生涯学習課長

報告第３９号
平成２９年度第１回宮崎市生目の杜遊古館運営委員会に

ついて
文化財課長

報告第４０号 その他の事件の報告について 学校教育課長

報告第４１号 臨時代理の報告について 学校教育課長
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二見教育長 それでは定刻になりましたので、ただ今から、第９回教育委員会

定例会を開会いたします。傍聴者はございません。会次第「２ 会

議録署名人の指名」です。本日の会議録の署名人は、私二見と、柳

田教育委員を指名させていただきたいと思いますが、よろしいでし

ょうか。

委員 （ 異議なし ）

二見教育長 それでは会次第「３ 行事報告等」に入ります。１ページをご覧

下さい。「（１）教育長報告」です。

８月９日（水）～１０日（木）に教育情報研修センターで開催さ

れました「平成２９年度宮崎県市町村教育長連絡協議会研修会」に

ついてご報告します。２ページをご覧ください。県内の教育長が集

まっての研修会ということで、部会としては例年、教育行財政、学

校教育、生涯学習と３つございます。私は第２部会である学校教育

に参加いたしました。どの学校にも、どの子どもにも誇りをといっ

た視点で協議を深めたところです。いじめの予防という対応を協議

の柱に話を進めました。２日目は全体会として各部会の報告を全て

受けたところであります。なお、毎年、１日目の夕方以降に情報交

換の場を設けています。和気藹々とした雰囲気でした。県と市町村

が一緒になって進める事案は多くありますので交流を深める良い

機会になったと思ったところです。

次に、１ページにお戻りください。

「（２）委員報告」でございます。８月３日（木）から４日（金）

に宮崎観光ホテルほかで行われた、「平成２９年度九州地区市町村

教育委員会連合会総会及び第１２回九州地区市町村教育委員会研

修大会」について、松野代表教育委員に報告をいただきます。

松野代表教育委員 それでは、３ページをお開きください。本年度の九州地区市町村

教育委員会連合会総会、第１２回九州地区市町村教育委員会研修大

会を８月３日（木）から４日（金）宮崎観光ホテルで開催いたしま

した。３日の午前中に総会が行われ、二見教育長と私が代表で参加

しました。午後が研修大会です。九州各県が２年間の持ち回りで、

１６年ぶりの本県での開催でした。大変良い勉強をさせていただき

ました。特に事務局の皆さんのご努力に頭が下がっているところで

ございます。本当にありがとうございました。内容の概略を申し上

げますと、総会につきましては、記載のとおりでございますので、

省略させていただきます。研修大会は、九州各地から７２８名の教

育委員の参加がありました。まず、教育講演「自然教材としての都

井岬～家畜をやめた現代の野生化馬～」というタイトルで、串間市

のエコツーリズム推進室の 秋田 優 様に講演をいただきまし

た。いろいろ興味深い話がありました。例えば、翁草という植物は

毒をもっているので馬は絶対に食べないそうです。このようなこと

は、野生の中で育つ馬は自然と分かっていくものだそうです。もう

ひとつ興味深かったのは、糞で相手の馬の匂いを消すということで

す。これも自然界には自然界のルールがあるのだと聞かせていただ

きました。

その次のパネルディスカッションでは、「産官学の連携によるキ

ャリア教育の推進～産業界が果すべき役割と責任～」と題して、県

キャリア教育支援センターのトータルコーディネーターの 水永

正憲 様をはじめ、日向商工会議所専務理事、日向市商工観光部長、

日向市教育委員会今村教育長、財光寺小学校校長の皆様がパネラー
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として出席されまして、日向市を中心とした県北の取組を紹介して

いただきました。なお、情報交換会では、ここにいらっしゃいます

畠山教育委員、村上三絃道様にオープニングセレモニーで刈り干し

切り歌をご披露いただきました。アトラクションでは、日向ひょっ

とこおどりがあり、大変好評を得たところであります。なお、８月

４日は研修視察ということで綾町と青島の２コースに分かれて、綾

町の方にバス５台、青島の方にバス３台という形で実施させていた

だきました。以上です。

二見教育長 次に、１ページの（３）教育局長報告でございます。まず、８月

７日（月）から８日（火）に高木兼寛顕彰事業の一環として特別大

使が東京都へ派遣されていましたので、教育局長から報告をお願い

します。

小泉教育局長 資料４ページをご覧ください。８月７日（月）から８日（火）に

市内の中学生２年生８名と高岡中学校の校長先生、私と生涯学習課

の職員で行ってまいりました。事業の趣旨は記載のとおりです。参

加した生徒達それぞれ何人かは医学の道に進みたい、看護士になり

たいという子どもたちでしたので、慈恵会医科大学で藤井学長に具

体的な質問も出ていました。この後１０月１４日に高岡中学校で穆

園学習会が開かれますので、その中で報告があると思います。以上

です。

二見教育長 次に、８月１６日（水）から１８日（金）にかけて行われた「安

井息軒顕彰・川口市小学生文化交流事業」について教育局長から報

告をお願いします。

小泉教育局長 ５ページに概要がございます。参加者は、小学校６年生２１名、

内７名がこの清武地区の子どもたちでした。幕末の安井息軒先生が

疎開していた、足立郡領家村というところでは非常に歓迎を受けま

した。子どもたちも郷土の偉人が宮崎とは違った文化の中でどのよ

うに過ごしていたのかなど、近所の方のお話も聞けて非常にいい体

験をしてきたと思います。また、川口市の職員が宮崎市清武町の出

身であることが分かりました。宮崎から川口市へ就職している先輩

の姿を見ることができ、子どもたちの刺激にもなったと思います。

今週の土曜日に発表会を予定しております。以上です。

二見教育長 それぞれ高岡、清武町時代の事業ですが、今は随分と範囲を広げ

て市の事業として定着をし始めたということであります。

１ページに戻りまして、「（４）各課行事報告等」でございます。

網掛けの部分については議事の報告の中で報告していただきます。

８月１６日（水）から１８日（金）に行われました「たちあがろう

未来を担う中学生交流事業及び防災教育セミナー」について事務局

から報告をお願いします。

山本企画総務課長補

佐

先週の水曜から金曜までの３日間、たちあがろう未来を担う中学

生交流事業と防災教育セミナーが開催されました。まず資料６ペー

ジになりますが、たちあがろう未来を担う中学生交流事業について

でございます。東日本大震災から６年半が経過しております。これ

まで本市において震災直後から被災地域であります山元町の中学

生を本市に招待いたしまして、本市の中学生との交流、あるいは体

験学習等を通して、被災地域の元気回復を応援してまいりました。

今回、山元町からは資料にございますとおり、交流団団長である

菊池教育長をはじめ、山下中学校それから坂元中学校の生徒代表

１２名と引率者２名、計１５名の交流団体を本市に招待しておりま
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す。交流事業の内容につきましては、資料６ページの行程表に掲載

しております。特に、檍中学校と青島中学校において開催いたしま

した交流会におきまして、両校ともに工夫を凝らした発表がござい

ました。生徒会主催のレクリエーションにおきましては、生徒同士

が一緒になって楽しく交流を図るなど、限られた時間ではございま

したが、大変有意義な交流会となりました。２日目、１７日でござ

いますが、防災かまどを活用したピザ作りの体験活動を行いまし

た。こちらは檍地域まちづくり推進委員の皆さんのご協力を得まし

て、檍中学校、宮崎中学校の生徒も一緒になり、防災かまどを活用

し災害時の炊飯体験を通して防災についての知識を高めることが

できました。今回は２泊のうち１泊を檍中学校の生徒のお宅でホー

ムステイを実施いたしました。各ご家庭ではそれぞれ心を込めたお

もてなしをいただきました。短い時間ではありましたが、様々な人

の出会い、感動的な再会の場面もありまして、山元町の子どもたち

は皆笑顔で宮崎を後にしました。宮崎市と山元町の絆が一層深まっ

たことを実感した３日間になりました。また、今回多くの報道機関

に取材をいただいたところでございます。ＭＲＴに３日間の密着取

材を行っていただきました。今週の土曜日になりますが、ＭＲＴの

「トコトン」という番組の中で交流事業の取組が紹介される予定で

ございます。１６時３０分からの放送予定とお聞きしておりますの

で、ぜひご覧いただければと思います。次に資料の７ページをご覧

下さい。交流事業の中日にあたります、１７日に防災教育セミナー

を開催いたしました。第６回となります今回は資料にございますと

おり、団長であります菊池教育長にご講演をお願いいたしました。

当日は松野代表教育委員、柳田委員にもご出席をいただきました。

各学校からは、校長先生をはじめ、教頭先生や、防災主任の先生方

にご列席をいただきまして、全体で１２７名にご参加をいただいた

ところでございます。報告は以上でございます。

二見教育長 次に、８月８日(火)から１０日(木)に行われました「第２０回九

州都市中学生交流大会 大分大会」について事務局から報告をお願

いします。

矢野生涯学習課長補

佐

第２０回九州都市中学生交流大会 大分大会について、ご報告い

たします。資料の８ページをご覧ください。８月８日（火）から

１０日（木）まで、２泊３日の日程で大分市立のつはる少年自然

の家で開催された第２０回九州都市中学生交流大会に、住吉中学校

の校長を団長に、本市内の中学２年生の生徒２７名と、引率教諭４

名、生涯学習課職員２名の計３４名が参加しました。この事業につ

きましては、平成１０年度の第１回大会から宮崎市は参加しており

ますが、昨年度の第１９回大会は、熊本地震の影響で中止となりま

した。今回の参加都市は、掲載のとおり、大分、鹿児島、熊本、宮

崎の４市で、４市の中学生の代表が、野外での活動体験等の交流活

動を通して、豊かな人間関係づくりや、次世代を担う青少年として

の資質を育成する目的で交流活動を行っております。宮崎市団員

は、引率教諭の指導のもと、大会に向けた３日間の事前研修を行い、

交流の場では、劇と映像を使って大会を盛り上げ、宮崎を大いにア

ピールしました。また、２日目予定しておりました登山は、天候不

良により中止になりました。代わりに、班に分かれて竹箸作りの体

験やリーダーシップの研修活動も行ったということでございます。

今後の予定ですが、２４日に事後研修会ということで、最後の研修
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を行う予定です。なお、この大会につきましては、今回の第２０回

大会で事業が完了ということになり、本大会をもって終了すること

になりましたので、合わせてご報告いたします。以上でございます。

二見教育長 以上で行事報告等は終了ですが、お気付きになった点やこれから

の課題、また感想がありましたら、お願いいたします。

委員 なし。

二見教育長 それでは、会次第「４ 議事」に入らせていただきます。本日は、

議案が２件、報告が５件となっております。では、まず議案でござ

います。９ページをお開きください。

それでは、議案第２５号「平成２８年度一般会計歳入歳出決算の

原案について」事務局から説明をお願いします。

小泉教育局長 それでは、議案第２５号「平成２８年度一般会計歳入歳出決算の

原案」につきまして、議案第２５号別紙１を使って説明いたします。

まず概要をご説明いたしまして、主要施策等について各課長から

説明いたします。それでは、１２ページをご覧ください。歳入でご

ざいます。これは、教育委員会７課の歳入の決算をまとめたもので

ございます。４５款分担金及び負担金から１３ページ最後の９０款

市債までございます。総額としましては、１３ページの表の一番下

の行に歳入合計を計上しておりますが、予算現額が１５億

１，６０７万５千円に対しまして、調定額が１３億７，７０１万１

４４７円、収入済額が１３億４，２６５万７，９４７円、不納欠損

額が２３万２，４００円、収入未済額が３，４１２万１，１００円

となっております。次に、不納欠損額の内訳を説明させていただき

ます。１２ページの４５款分担金及び負担金をご覧ください。不納

欠損額が２３万２，４００円となっております。内容としましては、

児童クラブ事業利用者負担金の滞納繰越分で、５年の時効で消滅し

たものでございます。次に、収入未済額の内訳を説明させていただ

きます。４５款分担金及び負担金をご覧ください。収入未済額が

１２４万６，９００円となっております。内容としましては、児童

クラブ事業利用者負担金の未収分でございますが、収納率は

９８．３％でございます。次に、５５款国庫支出金をご覧ください。

収入未済額が３，２３８万６千円となっております。内容としまし

ては、国の緊急経済対策に伴い補正予算として編成された、「学校

施設環境改善交付金」を活用した「小学校校舎外壁落下防止対策事

業」及び「中学校校舎外壁落下防止対策事業」、「中学校トイレ改修

事業」を平成２９年度に繰り越したことによるものでございます。

８５款諸収入、４８万８，２００円収入未済額、それは奨学金貸付

金の元金の返済が滞っている部分つまり、未返済分ということでご

ざいます。歳入については以上です。歳出につきましては、支出済

額は予算に対して出していった金額、繰り越す金額は翌年度繰越

額、不用額というのは使わなかった金額、ということになります。

２０款の民生費でございますが、予算現額は４億７，３３４万８千

円、支出済額４億６，１７０万９，７４５円、不用額１，１６３万

８，２５５円となっております。次に５５款の教育費でございます

が、予算現額５億９，０７９万７，４５０円、支出済額５６億

１，１０９万８，４９８円、翌年度繰越額１億２，１７９万８千円、

不用額１億５，７９０万９５２円となっております。翌年度繰越額

についてご説明いたします。１５項小学校費１，７１８万円、２０

項中学校費８，９４３万８千円ということですが、それぞれ備考の
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欄に翌年度への繰越ということで書いておりますけれども、先ほど

申し上げたような外壁落下防止対策事業やトイレ改修事業等で繰

越たということになっております。３０項２０目のところに

１，５１８万円というのがあるのですが、中央公民館エレベーター

改修工事が平成２８年度では終わりませんでしたので、その分の繰

越ということになります。最後に６０款災害復旧費でございますけ

れども、予算現額８，６６１万３千円、支出済額７，０４７万３８

８円、不用額１，６１４万２，６１２円となっております。不用額

の主な理由についてもそこにあげておりますが、２０款民生費であ

れば児童クラブ運営事業の委託料の執行残、５５款教育費事務局経

費の執行残、工事関係は入札残ということになっております。３０

項社会教育費については受託発掘調査事業の執行残ということに

なりました、諸々の経費が残ってまいりました。最終的な執行率は

教育委員会全体では９７．１％となっております。次のページ以降

で各課長から説明をさせていただきます。

本村企画総務課長 資料の１６ページをご覧ください。まず、一番上の「善行児童生

徒表彰事業」２８万６千円でございます。この事業は、他の児童生

徒の模範となる善行者を表彰するもので、宮崎市教育振興基金の繰

入金及び当該基金の利子を活用して実施しております。平成２８年

度は小中学校あわせて個人８９人と３団体を表彰しております。次

に、上から３段目の「教育振興基金への積立等」２，２６５万３千

円でございます。宮崎市教育振興基金の運用に伴う利子及び寄附さ

れた額のほか、旧宮崎市立穆佐小学校の財産処分に伴う処分金を積

み立てたものでございます。次に、下から３段目の「たちあがろう

未来を担う中学生交流事業」１４万４千円でございます。先ほど本

年度の事業をご説明いたしましたが、昨年度は本市の中学生と東日

本大震災の中学生との相互交流について熊本地震の関係で中止を

したために、防災教育セミナーのみの経費でございます。次に、小

学校費関係でございますが、下から２段目の「小学校管理運営費」

４億９，４７１万３千円でございます。各小学校の消耗品費や備品

購入費、事務機器のリース料、光熱水費のほか、学校環境の維持に

かかる委託料など管理運営に要した経費でございます。次に、１７

ページをご覧ください。一番上の「宮崎市立古城小学校振興基金活

用事業」３０万円でございますが、「宮崎市立古城小学校振興基金」

を活用し、古城尋常小学校において全国初の女性小学校長に就任さ

れた鳥原ツル先生を顕彰するとともに、古城小学校の児童の学習環

境の充実を図ったものでございます。次に、上から２段目の「大塚

小学校教室備品等火災被害復旧事業」３０９万７千円でございます

が、平成２８年５月に火災により被害を受けた宮崎市立大塚小学校

の備品や消耗品を購入するなどして、教育環境の回復を図ったもの

でございます。次に、上から３段目の「小学校教育教材用具等購入

事業」７，２８０万３千円でございますが、学習指導要領に基づい

た教育課程を実施するために必要な教材などを整備したものでご

ざいます。次に、その下の段「小学校図書購入事業」では

２，７２８万円を支出しまして、本の整備などを行い、図書の充実

を図っております。また、その下の「小学校理科教育等設備器具購

入事業」は、２９９万１千円を支出しまして、理科設備の充実を図

っております。続きまして、中学校費関係でございますが、下から

５段目の「中学校管理運営費」は、内容は小学校管理運営費と同様
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で、２億８，３４７万５千円を支出しております。また、このペー

ジの下から３段目の「中学校教育教材用具等購入事業」、その下の

「中学校図書購入事業」、「中学校理科教育等設備器具購入事業」と

いったそれぞれの事業につきましても、小学校と同様に、中学校で

使用する教育教材用具や学校図書、理科の備品等を整備し、教育環

境の充実を図ったものでございます。企画総務課の主な施策に関す

る説明は以上でございます。

佐土学校施設課長 引き続き、学校施設課の主な事業について説明させていただきま

す。資料の１８ページをご覧ください。小学校費関係でございます。

上から２段目の「小学校施設改善事業」６，９４４万２千円でござ

います。老朽化した学校施設の補修等を実施し、教育環境の改善を

図っております。次に、下から３段目の「小学校施設管理運営費」

５，７３９万円でございます。各小学校の修繕料や学校施設の維持

管理にかかる委託費用など、管理運営に要した経費を執行しており

ます。次に、同じページの一番下の段をご覧ください。学校建設費

関係でございます。主な事業といたしましては、「小学校施設整備

事業」として７，７９４万１千円、次の１９ページの上から２段目

の「小学校屋内運動場屋根防水改修事業」として３，３２７万９千

円、その下の「小学校校舎屋根防水改修事業」として７，４１２万

円、さらに、上から６段目の「小学校トイレ改修事業」として

３，６９１万１千円でございます。学校施設の機能向上や長寿命化

対策を行っております。また、上から４段目の「小学校校舎外壁落

下防止対策事業」として５，４９９万６千円です。老朽化した校舎

の外壁材が落下しないよう事前に防止し、児童等の安全確保を図る

ため執行したものでございます。次に、２０ページの一番上の「小

学校高圧受変電設備更新事業」として６，９３８万４千円、「小学

校プールろ過機更新事業」として１，５６０万６千円です。老朽化

した施設の機能維持を図るため執行したものです。「西池小学校校

舎増築用地購入事業」として４，４６７万３千円、児童数の増加に

伴う教室不足を解消し、良好な教育環境を整備するため、西池小学

校に隣接する宮崎県中部教育事務所跡地を購入した費用でござい

ます。続きまして、中学校費関係でございます。同じページの上か

ら５段目、「中学校施設改善事業」でございますが、内容は小学校

費と同様で、４，０１９万６千円を執行しております。一番下の段

の「中学校施設管理運営費」につきましても、小学校費と同様の内

容で３，２５４万９千円を執行しております。次に、２１ページの

上から２段目をご覧ください。学校建設費関係でございます。主な

事業といたしましては、「中学校施設整備事業」として５，１４３

万円、上から４段目の「中学校屋内運動場屋根防水改修事業」とし

て１，７１７万７千円、その下の「中学校校舎屋根防水改修事業」

として６，２０８万７千円、一番下の「中学校トイレ改修事業」と

して１，７４１万円を執行するなど、学校施設の機能向上や長寿命

化対策を行っております。次に、２２ページの上から３段目の「中

学校高圧受変電設備更新事業」として１，３０３万８千円を執行す

るなど、学校施設の機能維持を図っております。さらに、平成２８

年度は大塚小学校の西校舎火災被害、浦之名小学校の北東部法面災

害を受け、「教育関連施設災害復旧事業」として７，０４７万１千

円を執行し、児童等の安全確保を図っております。以上で学校施設

課関連の説明を終わります。
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松竹学校教育課長 引き続き、学校教育課です。２３ページをご覧ください。一番上

の「学校司書配置事業」９,３７９万３千円でございます。この事

業では、学校図書館を活用した授業の充実を図るとともに、児童が

常時図書館を利用できる環境を整えるため、司書資格を持った学校

司書を全小学校に各１人ずつ配置いたしました。次のページをご覧

ください。一番上の、「小中学校スクールカウンセリング等事業」

５５４万２千円でございます。この事業では、小中学校のいじめや

不登校に関する児童・生徒等の相談ニーズに対応するため、専門的

な知識をもつ者によるカウンセリングを行うとともに、中学校にス

クールアシスタントを配置するための補助を行いました。次に、そ

の４段下の、「特別支援学級ティーチングスタッフ派遣事業」

４,７３８万８千円でございます。この事業では、特別支援学級の

うち、在籍児童・生徒数の多い学級等において、学習指導や生活指

導を行うために、教員免許を有した非常勤講師を２５人派遣いたし

ました。その下「教育アシスタント派遣事業」５,３４８万５千円

でございます。この事業では、下肢等に障がいのある児童生徒に対

して学校生活の介助を行うため、教育アシスタントを４５人派遣い

たしました。続きまして、その２段下の、「特別支援教育スクール

サポート事業」７,３３６万８千円でございます。この事業では、

通常の学級に在籍している発達障がい等のある児童・生徒に対し

て、学習及び生活面における支援を行うため、スクールサポーター

を５３人派遣いたしました。次のページをご覧下さい。下から２段

目、「小学校学力向上推進事業」１,５７７万８千円でございます。

この事業は、学力の向上を図るため、小学校８校に非常勤講師を派

遣し、授業において、ティームティーチングや個別指導などの手立

てが必要な児童に対する学習支援を行ったものであります。最後に

その下の段、「小学校体育アシスタント派遣事業」２５５万７千円

でございます。この事業は、平成２８年度からの新規事業であり、

小学校の体育の授業に専門的な運動の指導ができるアシスタント

を派遣し、児童の体力向上と教員の指導力向上を目指すものでござ

います。学校教育課の主な施策に関する説明は以上でございます。

荒武教育情報研修セ

ンター所長

教育情報研修センターの主な事業の決算について、ご説明いたし

ます。「主要施策の成果等説明書」の３０ページをご覧ください。

初めに、「教職員研修運営事業」ですが、決算額は、１８６万３千

円でございます。教職員の資質の向上を図るため、５１講座の研修

を実施し、延べ３，５３１名が受講しました。また、教職員の指導

力アップのため、研究論文の募集を行い、優秀作品の表彰を行いま

した。次に、「情報教育推進事業」ですが、決算額は、４，８１５

万４千円でございます。情報教育に関する研修を通して、教職員の

情報教育に関する資質及びセキュリティに対する意識向上を図り

ました。また、情報教育アドバイザーを各学校へ派遣し、児童生徒

へのコンピュータを活用した学習の支援や教職員への授業支援、ネ

ットワーク環境の充実を図りました。次に、「小中学校コンピュー

タ推進事業」ですが、決算額は、２億５，９７９万８千円でござい

ます。各学校に配置しております５，６９１台のパソコンやネット

ワーク機器のリース料などでございます。次に、「タブレット導入

事業」ですが、決算額は、３５万４千円でございます。検証用とし

てセンターに導入したタブレット機器のリース料でございます。小

中学校において、タブレット機器環境を有効に活用するための検証
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を行っております。次に、「小学校外国語活動推進事業」です。決

算額は、１，７０９万円でございます。小学校へ２９名の外国語活

動アシスタントを派遣し、国際理解教育の推進やコミュニケーショ

ン能力の素地を育成しました。次に、「外国人講師（ＡＬＴ）招致

事業」ですが、決算額は、３，８５４万５千円でございます。中学

校へ８人のＡＬＴを派遣し、中学生のコミュニケーション能力の基

礎を育成し、国際理解教育の推進を図りました。説明は、以上でご

ざいます。

矢野生涯学習課長補

佐

はじめに、３１ページをご覧ください。まず、１段目の「児童ク

ラブ運営事業」４億３，１０２万１千円、２段目の「きよたけ児童

クラブ施設指定管理料」１，４３３万円でございます。小学校の余

裕教室等を利用した児童クラブ５０箇所及び児童クラブ専用施設

１箇所を開設し、表の一番下の段に掲載してありますように、延べ

６１万２，４０２人の利用がございました。次に、３段目の「児童

クラブ施設整備事業」１，５２２万３千円でございます。表を掲載

しておりますが、昨年度は、４つの学校で余裕教室や少人数教室の

共用により、１５０人分の定員を増やしました。次に、３３ページ

をお開きください。一段目の「子ども会関係活動事業」３９８万

１千円でございます。子どもを対象としたリーダー研修会や育成者

のための研修会を実施したほか、各地域の単位子ども会が行う活動

に対し、事業支援を行いました。次に、２段目の「放課後子ども教

室推進事業」１，２５４万４千円でございます。放課後や週末等に

学校の施設や公民館を活用し、子どもたちの活動拠点を設け、地域

社会の中での子どもたちの健全育成のための環境づくりを推進し

ました。平成２６年度は、２７教室、延べ５万３，２１１人の参加

がありました。次に、３４ページです。１番下の段の「地域と学校

の連携による教育支援活動促進事業」１４３万５千円でございま

す。地域と学校の連携体制を構築するための事業で、配置希望のあ

った６つの学校に、国庫補助を活用した学校支援コーディネーター

を配置し、学習支援、学校支援などを行いました。次に、３６ペー

ジをお開きください。「公立公民館等管理運営費」から、一番下の

「公立公民館等施設設備改善事業」までは、公立公民館に関する事

業でございます。生涯学習課の所管は、中央公民館の管理運営及び

整備に関する事業、公民館講座に関する事業でございます。なお、

地区公民館は、昨年度より地域コミュニティ課が担当しております

が、一番下の田野南地区公民館擁壁改修工事につきましては、生涯

学習課で担当しております。当初、この工事は、平成２７年度内に

完了する予定でしたが、工事の施工にあたり、九州電力の電柱移設

が必要となり、年度内の完了が困難となり、平成２８年度に繰り越

したため、引き続き生涯学習課で担当したものでございます。次に、

３７ページ、３８ページは、図書館や読書関係の事業でございます。

３８ページをお開きください。３８ページの１段目の「市立図書館

業務ＮＰＯ委託事業」７，２２１万６千円でございます。市立図書

館につきましては、平成１６年度から、施設管理を除く図書館業務

をＮＰＯ法人「ＭＣＬボランティア」に委託しております。次に、

３９ページ１段目の「青少年非行防止・育成事業」１，３３８万

５千円、その下の「青少年育成センター管理費」１５４万１千円で

ございます。青少年育成センターの維持管理のほか、センターを拠

点として、青少年の健全育成を図るため、青少年指導委員の方々に
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ご協力をいただきながら、街頭指導活動、相談活動、啓発活動等の

充実を図っております。最後に、４０ページです。５つの事業は、

「宮崎科学技術館」「大淀川学習館」「きよたけ児童文化センター」

の管理運営に関するものでございます。以上で、生涯学習課の説明

を終わります。

横山保健給食課長 続きまして、保健給食課の主な事業についてご説明いたします。

４１ページをお開きください。「学校保健安全事業」１億２,４７５

万６千円でございます。学校保健安全法に基づく児童生徒の健康診

断や、関係団体と連携し各種大会を実施しております。また、２段

目、「就学時健康診断事業」７８６万８千円、３段目、「教職員健康

診断事業」１,６９４万円につきましても、学校保健安全法に基づ

く健康診断を実施しております。次に、「要保護・準要保護医療費

助成事業」７２７万２千円ですが、経済的理由で、医療費を負担す

ることが困難な家庭の児童生徒の保護者に対して、学校保健安全法

の対象疾病に係る医療費の助成を行いました。次に、「日本スポー

ツ振興センター災害共済給付契約事業」３,００４万８千円ですが、

学校管理下における、児童生徒のけがや病気・事故等について、医

療費等の災害共済給付金の支払いを行いました。続きまして、４２

ページをお開きください。「思春期健康教育講師派遣事業」１２９

万３千円ですが、学校へ助産師を派遣し、性に対する正しい知識に

ついての講演を行い、児童生徒等６,８９１人が参加しております。

次に、「学校フッ化物応用事業」３２７万１千円です。児童生徒の

むし歯予防を図るため、市立小中学校におけるフッ化物洗口を実施

し、実施校は平成２８年度末で７２校となっております。現在は全

ての学校で実施されております。続きまして、２０目学校給食費で

ございます。まず、「学校給食管理運営費」１億７,５２５万９千円

は、単独調理場及び共同調理場の管理運営等の経費でございます。

次に、「学校給食センター管理運営費」２億５,５１０万１千円です

が、給食の配送等の委託や、老朽化した施設や設備の維持管理、修

繕等を行っております。なお、各センターの管理運営費については

ご覧のとおりでございます。次に、「学校給食食材加工等業務委託

事業」３億６,３６７万８千円ですが、平成２８年度は、小学校２

校の民間委託を行いまして、平成２８年度末の民間委託の状況は、

単独調理場は、小学校２１校、中学校１０校の合計３１校、共同調

理場１箇所となっております。次に、「清武学校給食センター設備

整備事業」１，２０９万円、「学校給食施設設備維持管理事業」

７,４７０万７千円ですが、機器の老朽化や衛生環境の改善のため、

施設設備や厨房機器等の更新を行っております。次に、「単独調理

場空調設備整備事業」５４０万円ですが、住吉小学校・国富小学校

に空調設備を設置し、衛生管理と調理員の労働環境の改善を図って

おります。続きまして、４１ページをお開きください。「給食事務

運営費補助事業」３，４４９万８千円でございますが、保護者の負

担軽減のため、学校給食運営に要する費用の一部について補助を行

いました。次に、「食育推進事業」１６８万５千円ですが、食育推

進のための取組として、「親子料理教室」、「学校給食用廃油リサイ

クル交付金事業」、「食育実践事業」の３つの事業を実施しておりま

す。最後に、「学校給食費未納対策推進事業」の８千円は、学校等

が行った法的手続を前提とした取組に対して、郵便料等の助成を行

いました。保健給食課の説明は以上でございます。
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羽木本文化財課長 続きまして、文化財課の主なものについて、説明いたします。

４４ページをご覧ください。１段目の「文化財保護調査管理費」で

ございますが、決算額１,１４３万円でございます。主なものは、

文化財審議会の開催のほか、指定文化財等の適切な保護管理を図る

ため、地元保存会や民間事業者等へ維持管理の委託などでごござい

ます。次に、３段目の「生目古墳群史跡公園整備事業」１,３９４

万６千円でございますが、生目古墳群は平成１０年度から継続し

て、国庫補助事業により史跡整備と、発掘調査を行っておりますが、

昨年度は、２２号墳・２４号墳から２６号墳の発掘調査及び、１６

号墳の案内板や園路などの周辺整備を実施しました。次ページ１段

目、「生目古墳群世界文化遺産登録推進事業」でございますが、決

算額は２９７万７千円です。生目古墳群を世界文化遺産登録を目標

に、講演会や先進地視察、案内看板の設置、イベントの開催、パン

フレットの作成を行いました。２段目の「生目の杜遊古館管理運営

事業」でございますが、生目の杜遊古館の管理運営に関する事業で

すが、警備・清掃等の委託や光熱水費・消耗品費等の需用費などで

決算額は３,７５５万１千円でございます。入館者数は５４,６８１

人で前年度比１２．６％増加しています。古代食体験や、古代鏡の

作成、勾玉作りなどのイベントの実施しました。その下の「蓮ヶ池

横穴群整備事業」、「本野原遺跡保存整備事業」、次ページ１段目、「佐

土原城跡保存整備事業」３段目「穆佐城跡保存整備事業」につきま

しては、国指定の史跡で計画に基づき整備を進めております。一番

下の「歴史資料館指定管理料」でございますが決算額が１億

８６６万円でございます。指定管理者である公益財団法人宮崎文化

振興協会による歴史資料館３館の管理運営でございます。昨年度の

利用者は３館合計で１０９,２９４人で、前年度比約１,６００人増

加しております。３館では、各種企画展示や歴史文化講座、文化探

訪バスツアーなどの事業を実施しました。次に、４８ページをご覧

ください。一番下の「史跡・埋蔵文化財公開活用事業」２５２万

１千円でございます。史跡や埋蔵文化財を市民に公開し、活用して

もらうため、遊古館において中学校区単位の遺跡に関する企画展示

や、史跡・埋蔵文化財を活用したイベント、講演会等の啓発事業を

実施いたしました。説明は以上でございます。

二見教育長 ただいま説明のありました、議案第２５号について、ご質問はご

ざいませんか。

松野代表教育委員 主要施策の成果説明書に「使・手」とありますがこれはどのよう

な意味でしょうか。

小泉教育局長 使用料と手数料という意味でございます。

二見教育長 同じく主要施策の成果説明書に「債」とありますが、その説明を

していただけますか。

小泉教育局長 「債」は「起債」という意味でございます。事業費の中にそれだ

け借金が充てられているということです。

二見教育長 他にありませんでしょうか。

畠山教育委員 １２ページに一般寄附金のとありますが、どういったものなので

しょうか。

本村企画総務課長 ４万円ですが、内訳で申しますと３万円と１万円でお２人の方か

らの寄附でございます。教育に関してお使いくださいという申し出

を受けた寄附でございます。１６ページ、上から３番目、教育振興

基金への積立として積立てております。
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畠山教育委員 一般の方からお申し出があるということなんですか。

本村企画総務課長 ございます。

畠山教育委員 寄附を受け付けますというようなアピールはされていないので

しょうか。

本村企画総務課長 そういう働きかけはしておりませんが、寄附はお受けしていま

す。用途を指定し、教育に使ってくださいという方もいらっしゃい

ますし、福祉に使ってくださいという方もいらっしゃします。この

４万円は教育に特化してお使いくださいということでした。

二見教育長 企業へ教育のための寄附をお願いしますということはないです

ね。

小泉教育局長 教育の分野では、お金だけではなく、様々な形の寄附をいただき、

応援をしていただいています。各学校に個別にいただいたり、教育

委員会に預けられてそれを学校へ振り分けたりしているところで

す。

畠山教育委員 学校の洋式トイレを１校ずつ企業が作ってくださることなど耳

にしますし、これはとてもありがたいことだと感じています。こう

いう善意が大きくなるというのは素晴らしいことではないかと感

じたところでした。

佐土学校施設課長 トイレについては、今年ある民間事業者が、和式トイレを洋式に

取り替えるということで小学校に１基寄附してくださいました。

二見教育長 本を寄贈いただいたり、相手方から金額を指定してもらい、こち

らが寄附される物品を選んだりという形もあります。

本村企画総務課長 今年度の寄附の状況ですが、例えば、西池小学校においてはトイ

レや大塚中学校についてはカレンダー付きの時計がございます。７

月現在で約１３０万円程の額に相当する寄附をいただいていると

ころです。

二見教育長 企業の方々が本を寄贈していただいたりすると、感謝状をお渡し

する場面は新聞に出していただいたりしています。

それでは、議案第２５号「平成２８年度一般会計歳入歳出決算の

原案について」、ご承認いただけますでしょうか。

委員 異議なし。

二見教育長 それでは、議案第２６号 「平成２９年度一般会計補正予算案の

原案について」事務局から説明をお願いします。

小泉教育局長 議案第２６号「平成２９年度一般会計補正予算案の原案につい

て」資料を使ってご説明いたしますので、議案第２６号別紙１をご

覧ください。まず、一番上の表、歳入についてですが、６０款 県

支出金、１５項 県補助金、４５目 教育費県補助金として「中学

校教育振興就学援助事業」など、計４件、総額５３，１７１千円を

計上しています。続きまして、二番目の表、歳出についてですが、

５５款 教育費、１５項 小学校費、１０目 学校管理費として「宮

崎市立古城小学校振興基金活用事業」など、計５件、総額１億

２，７１８万５千円を計上しております。続きまして、一番下の表、

債務負担行為についてです。債務負担行為とは、一つの事業が単年

度で終了せずに、次年度においても支出をしなければならない場合

に、議会の議決を経て、その期間と額を確定させるための制度でご

ざいます。今回の債務負担行為補正予算は、１件、６０９万円で期

間は平成３０年度まででございます。内訳ですが、５５款 教育費、

１５項 小学校費、２０目 学校建設費として、「住吉小学校校舎

増築事業」分を計上しております。概要については以上でございま
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す。それでは、議案第２６号の詳細について、各課から説明させま

す。

本村企画総務課長 それでは、企画総務課が補正予算要求しております「宮崎市立古

城小学校振興基金活用事業」について説明いたしますので、お手元

にございます９月補正予算要求書の資料の５１ページをご覧くだ

さい。まず、宮崎市立古城小学校振興基金でございますが、この基

金は、古城小学校において全国初の女性小学校長となられた（故）

前田ツル氏（旧姓：鳥原）の長女である（故）前田輝子氏の生前の

意向により、前田氏の相続財産の一部が寄附され、当該寄附を原資

に設置しているものでございます。これまでに、寄附者の意向を踏

まえ、古城小学校校長やＰＴＡ会長などから構成される「宮崎市立

古城小学校振興基金活用事業検討委員会」における検討を重ね、鳥

原ツル氏の顕彰看板や遊具の設置、図書の購入などを行ってまいり

ましたが、このたび、寄附者の意向の一つである学校図書館の整備

に係る基本的イメージが整ったことから、当該整備に係る基本・実

施設計委託を行おうとするものでございます。なお、当該基金につ

きましては、今年５月末現在、基金残高が５，５０６万７，６６７

円、株式として宮崎銀行株１万２千株を保有している状況でござい

ます。説明は、以上でございます。

佐土学校施設課長 引き続き、学校施設課の事業２件について説明させていただきま

す。１件目は「小学校空気調和設備更新事業」でございます。事業

費は６，２００万円で、財源といたしましては、市債が４，６５０

万円となっております。事業の内容といたしましては、経年劣化に

より不具合が発生している、赤江小学校の空調設備の更新工事を行

います。次に２件目の「住吉小学校校舎増築事業」でございます。

事業費は平成２９年度予算として２６１万円、財源といたしまして

は、市債が１６０万円となっております。更に債務負担行為として、

６０９万円、財源といたしましては、市債が３８０万円となってお

ります。事業費を合わせますと８７９万円、そのうち、市債が

５４０万円となっております。事業の内容といたしましては、児童

数が増加すると見込まれる住吉小学校において、必要な教室数を確

保するため、新校舎増築に向けた基本・実施設計業務を行います。

松竹学校教育課長 学校教育課です。まず、歳出から説明いたします。議案第２６号、

別紙２の表の中ほど、「小学校教育振興就学援助事業」についてで

す。今回の補正は、就学援助制度に対して支給しております、新入

学用品費を増額したことによるものでございます。本年度から、支

給額単価をこれまでの２０，４７０円から４０，６００円に増額い

たしました。６月には、増額した新入学用品費の支給を行いました。

増額の根拠としましては、本年３月末に、国から、要保護児童生徒

援助費補助の単価一部見直しについて通知があったことによるも

のでございます。次に、その下、「中学校教育振興就学援助事業」

についても、同様に、新入学用品費の支給額単価を２３，５５０円

から４７，４００円に増額したことによるものでございます。加え

まして、中学校の新入学用品費につきましては、これまで入学後の

６月に支給しておりましたものを、次年度入学の新中学校１年生か

ら支給時期を早め、入学前に支給するよう考えております。事前支

給に変更しますのは、保護者の負担軽減を図るためでございます。

従いまして、補正額として計上しております、４，７２８万８千円

は、増額分の１，６０５万１千円と、事前支給分の３，１２３万７
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千円分を合わせた金額でございます。次に、歳入について説明いた

します。議案第２６号、別紙１の表の一番上、「中学校教育振興就

学援助事業」の県補助金として、７万１千円の補正額を計上してお

りますのは、本事業の対象者が、東日本大震災の被災生徒である場

合には、県から全額補助金が交付されることによるものでありま

す。先ほど説明しました、新入学用品費の増額分と、事前支給分の

金額を合わせて、７万１千円を計上しているものです。説明は、以

上でございます。

二見教育長 ただいま説明のありました、議案第２６号について、ご質問はご

ざいませんか。

松竹課長、「中学校教育振興就学援助事業」にある特定財源、県

の１０分の１０というのはどのようなものでしたか。

松竹学校教育課長 本事業の対象者が、東日本大震災の被災生徒である場合には、県

から全額補助金が交付されることによるものでありますので県補

助金７万１千円の部分にあたります。

二見教育長 分かりました。他にご質問はございませんか。

議案第２６号 「平成２９年度一般会計補正予算案の原案につい

て」、ご承認いただけますでしょうか。

委員 異議なし。

二見教育長 以上で、議案は承認されました。次に、報告でございます。５３

ページをご覧ください。まず、報告第３７号「宮崎市行政改革推進

本部会議の報告について」、事務局から説明をお願いします。

山本企画総務課長補

佐

それでは、８月１７日（木）に行われました「宮崎市行政改革推

進本部会議について」、報告させていただきます。資料はお手元の

当日配付資料になります。報告第３７号別紙をご覧下さい。こちら

が報告の概要と当日配付された資料でございます。詳細につきまし

ては、会議資料をお時間のある時にご覧いただければと思います。

１７日に「宮崎市行政改革推進本部会議」が開催されました。概要

につきましては、議案の柱が２本ございました。まず、「第７次宮

崎市行財政改革大綱（改訂版）」に基づく平成２８年度の取組実績

についてです。現在の第７次行財政改革大綱につきましては、平成

２５年度から平成２９年度の５年間の計画でございます。このうち

行財政改革に取り組んだ結果、平成２８年度は３億６，２５８万円

の経費節減効果を得ております。このうち教育委員会関係では、学

校給食調理業務の委託によりまして、約２，９６３万円の節減効果

額を得ております。もうひとつの議事、次期計画になります「第８

次宮崎市行財政改革大綱」の骨子（案）について説明が行われまし

た。こちらの記載にありますように、第８次大綱が同じく策定中で

ございます第五次宮崎市総合計画と整合性を図るため、取組期間は

平成３０年度～平成３４年度の５年間となります。今回の骨子（案）

で、新たに「公民連携の推進」という視点が付け加えられておりま

す。共通視点につきましては、視点１から視点４までの新たな項目

が付け加えられております。最後になりますが、資料の１４ページ

をお開きください。今後のスケジュールが示されております。今度

の１２月にそれぞれ第２回、第３回と会議が開催されまして、２月

のパブリックコメントを受けまして最終的に３月に第８次の行政

改革大綱が策定されるという流れでございます。報告は以上でござ

います。

二見教育長 ただいまの説明に対し、ご質問はございませんか。また、お気付
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きになられた点はございますでしょうか。

委員 なし。

二見教育長 それでは、報告第３８号「公益財団法人宮崎文化振興協会の経営

状況について」、事務局から説明をお願いします。

矢野生涯学習課長補

佐

それでは、報告第３８号「公益財団法人宮崎文化振興協会の経営

状況について」報告させていただきます。５７ページに関係法令を

記載しておりますが、地方自治法施行令第１５２条第１項第２号に

ありますように、普通地方公共団体が、資本金、基本金その他これ

らに準ずるものの２分の１以上出資している法人である公益財団

法人宮崎文化振興協会は、地方自治法第２３４条の３第２項によ

り、毎事業年度、経営状況を説明する資料を作成し、議会に提出し

なければならないとされております。「公益財団法人宮崎文化振興

協会」から、経営状況を説明する資料が提出されましたのでご報告

いたします。お手元の、平成２８年度公益財団法人宮崎文化振興協

会の事業報告書及び決算書により、説明いたします。ボリュームが

ありますので、主なものを説明いたします。４０ページをお開きく

ださい。これまでの各施設の入館者数の推移でございます。一行目

に、施設名を掲載しております。宮崎文化振興協会は、記載のとお

り、６館の施設について、指定管理者として施設の運営を行ってお

ります。はじめに、表の一番左の「宮崎科学技術館」の、平成２８

年度の入館者数は、一番下の段にありますように、１６万２８５人

で、前年度より１，３３５人増加いたしております。次に、「みや

ざき歴史文化館」が６万４，７８６人、「佐土原歴史資料館」が

２万９４３人、「天ケ城歴史民俗資料館」が２万３，５６５人で、

３館合計すると１０万９，２９４人でございまして、前年度より

２，０６２人増加いたしております。次に、「大淀川学習館」につ

きましては、１８万３，４８５人。昨年度よりは１，２４３人減っ

ておりますが、それでも３年連続１８万人を超えております。最後

に「宮崎市民プラザ」ですが、２４万８，０６２人。前年度より

１，８５１人減少しております。６つの施設の入館者の合計は、昨

年度とほぼ同じ状況でした。次に、各施設の事業実績につきまして

ご説明いたします。１ページをご覧ください。はじめに、「事務局

経営戦略課」でございます。複数館を利用した公益目的事業の推進

として、３つの事業を実施しておりますが、（３）の、「１日子ども

館長の実施」については、小学４年生から６年生を対象に、施設の

仕事に理解を深めてもらうため、子どもたちが各施設で「１日子ど

も館長」になり、職員と一緒にイベントの準備などに取り組み、仕

事の大変さや喜びを感じる機会を提供しました。２番目の地域活性

化の取り組みとして、認知症予防などに効果があるとされる回想法

について、地域の方々から寄贈を受けた昔の生活用品を活用して

「回想法貸出セット」を作り、「博福連携」に取り組みました。次

に、３ページをご覧ください。「宮崎科学技術館」でございます。

宮崎科学技術館の実績につきましては、３ページから１２ページま

で掲載しております。４ページから５ページに掲載しております、

３番目の教室事業として科学実験・工作教室・パソコン講座のほか、

５ページから７ページに掲載のプラネタリウムを活用した９の事

業や８ページから１２ページに掲載の１９の主要事業１０の共催

事業に取り組みました。８ページをご覧ください。①の企画展「光

の遊園地」は、光を利用した不思議な現象を展示し、期間中は多く
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の入場者で賑わいました。また③の科学と遊ぼう！子どもの日、⑤

の感謝の集い七夕まつりは恒例行事として無料開放し、多くの親子

連れでご利用いただきました。次に、「宮崎市歴史資料館」３館の

事業でございます。１３ページから２６ページにかけて掲載してお

りますが、毎年、多くの事業に取り組んでおります。代表的なもの

のみ紹介します。はじめに、「みやざき歴史文化館」でございます

が、(３)夏の企画展「子どものための夏休み自由研究みやざきのれ

きし・ふしぎ」は、小学校高学年の児童を対象に、「絵画土器の不

思議」「横穴群の不思議」などの内容で夏休みの自由研究や課題と

して取り組めるようにしました。また、一番下の(５)企画展「宮崎

の神社散歩」は、写真と由来をパネルで展示し、期間中に歴史探訪

を実施しました。次に「宮崎市佐土原歴史資料館」でございます。

１８ページから２２ページにかけて掲載しております。２０ページ

をご覧ください。２０ページ一番上の企画展「幕末・維新期の佐土

原」で、佐土原藩と薩摩藩との関係や佐土原藩の業績にまつわる資

料を展示しました。２１ページの５イベント事業では、地元の団体

や施設との共催事業として、佐土原くじら子どもまつり、佐土原花

しょうぶ祭り、神代独楽回し大会などを実施しました。中でも、花

しょうぶ祭りは、２日間で多くの来場者がありました。次に「宮崎

市天ケ城歴史民俗資料館」です。２３ページから２６ページにかけ

て掲載しております。２４ぺージをご覧ください。企画展示事業で

す。５つの事業を実施しておりますが、「（１）のたかおか草花さん

ぽ展」は、植物の視点から高岡の歴史・民俗・花の見どころを紹介

する展示や合わせて関連する「草木染め」や「草だんごづくり」を

行いました。また、２５ページの「（５）なつかしい！知恵がつま

ったむかしの道具展」は、小学３年生の社会科の授業に役立つよう、

古民具や写真などを展示しました。次に、「大淀川学習館」でござ

います。２７ページから３４ページにかけて掲載しております。

２８ページをご覧ください。２８ページから３２ページまでは展示

事業です。２８ページ一番下の①特別企画展の「ザリガニ展」、そ

して、２９ページ②の「カブトムシ・クワガタムシ展」、は特に人

気があります。今年も、現在「カブトムシ・クワガタムシ展」を開

催しておりますが、９月１８日まで期間を延長して実施いたしま

す。また、④の「ドクターフィッシュ体験」、⑧「県産材積み木で

遊ぼう！」など、多くの方に来場していただきました。最後に「宮

崎市民プラザ」でございます。３５ページから３７ページにかけて

掲載しております。３６ページをご覧ください。表にありますとお

り、平成２８年度は８つの自主事業を実施しております。第１０回

目を記念した市民プラザコンサートは、熊本地震のチャリティとし

て実施し、入場料の半額を、全国国立文化施設協会を通して被災し

た施設に寄附しました。続きまして、決算についてご説明いたしま

す。４１ページから４８ページまでが決算関係の資料になります。

４２ページ、４３ページの正味財産増減計算書により、説明いたし

ます。正味財産増減計算書は、民間企業の損益計算書に相当するも

のでございます。まず、４２ページの上の段、一般正味財産経常増

減の部をご覧ください。一番上の一般正味財産増減の部の１経常増

減の部でございます。（１）経常収益でございますが、①基本財産

運用益から⑤雑収益までのうち、主なものは③事業収益でございま

して、本市から協会への指定管理料、自主事業収益等でございます。
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経常収益の合計は、５億７，３６６万５，８４９円となりました。

次に、（２）経常費用でございますが、①事業費は所管施設の運営

に要する経費、②管理費は、協会の運営に係る経常的に要する経費

でございます。その合計は、４３ページの計算書の中央にあります

経常費用計（Ｂ）でございます。経常費用の合計は、５億

６，８４８万４，１０８円となりました。４２ページの経常収益計

（Ａ）から４３ページの中段にあります経常費用計（Ｂ）を差し引

いたものが当期経常増減額（Ａ）－（Ｂ）で、平成２８年度は、５

１８万１，７４１円の黒字となっております。続きまして、平成２

９年度の事業計画及び予算について、ご説明いたします。平成２９

年度事業計画書及び収支予算書の１ページをご覧ください。協会基

本方針とありますが、協会においては、昨年度同様、「公益目的事

業の更なる推進」「地域活性化への貢献」「協会経営の自主性、自立

性の確保」という「３つの方針」に基づき、６館の指定管理者とし

て、引き続き適正な管理運営を行うことにしております。平成２９

年度の主な事業でございますが、まず、３ページの「事務局経営戦

略課」の事業として、平成２８年度と同様に「１日こども館長事業」

「子どものための音楽会事業」「学習目的による施設利用推進事業」

を引き続き実施します。次に５ページです。５ページの「宮崎科学

技術館」では、５番目にありますが、学校や企業、ボランティア団

体等とのネットワークの連携強化を図り、これまで同様に各種事業

を展開していくほか、８月２日に開館３０周年を迎えております

が、イベント事業として記念事業を実施します。次に、１２ページ

をご覧ください。１２ページから１９ページにかけての、「宮崎市

歴史資料館３館」において、それぞれの施設の特性を活かして、例

年実施している事業のほか、新たな企画展示も実施します。２０ペ

ージをご覧ください。２０ページから２９ページにかけて、「大淀

川学習館」においては、学校対応事業や自然環境・水資源について

理解を深める教室事業、人気のザリガニ展、カブトムシ・クワガタ

ムシ展などの企画展やイベント事業を実施します。次に、３０ペー

ジの「宮崎市民プラザ」です。３０ページの２自主事業については、

３つの取り組み方針に沿って、新規事業も含め３１ページから３２

ページに掲載の事業に取り組みます。最後に、収支予算につきまし

てご説明いたします。３３ページをご覧ください。まず、一番左上

の一般正味財産増減の部、経常増減の部（１）経常収益でございま

すが、下に経常収益計の段がありますが、合計で５億４,６１６万

１千円で、前年度に比べ３，０２３万３千円の減額となっておりま

す。次に、その下の（２）経常費用でございますが、各施設の運営

費等の事業費及び３４ページの管理費でございまして、３４ページ

の中段よりやや下にあります経常費用計は５億７,０６８万１千円

で、前年度に比べ２，７３４万７千円の減額となりました。いずれ

も、指定管理料の減額によるものでございます。以上で、説明を終

わります。

二見教育長 ただいまの説明に対し、ご質問はございませんか。また、お気付

きになられた点はございますでしょうか。

松野代表教育委員 夏休みに孫達を連れてみやざき歴史文化館、科学技術館、大淀川

学習館の３か所を回らせてもらいました。非常に人気があり、子ど

もたちは本当に喜びました。以前のみやざき歴史文化館と比べ、パ

ネルでみやざき歴史文化館の歴史や宮崎の歴史などを立派に作っ
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てあり、それを見るだけでも充実しているというのが感じられまし

た。本当にお礼を申し上げたいと思います。以上です。

江草教育委員 児童館に勤めていますが、児童館にも大淀川学習館やみやざき歴

史文化館から出前講座に来ていただいて、子どもたちもすごく楽し

んでいました。ありがとうございました。

二見教育長 指定管理になってから、入館者数が増えたと思います。

続いて、報告第３９号「平成２９年度第１回宮崎市生目の杜遊古

館運営委員会について」事務局から説明をお願いします。

羽木本文化財課長 それでは、報告第３９号「平成２９年度第１回宮崎市生目の杜遊

古館運営委員会について」、報告いたします。第１回宮崎市生目の

杜遊古館運営委員会を８月１６日生目の杜遊古館研修室にて行い

ました。委嘱状交付後、平成２８年度の事業報告、平成２９年度運

営方針、平成２９年度事業計画の説明をいたしました。平成２９年

度につきましては、遊古館の運営改善、環境整備、宣伝活用の充実、

体験学習の充実の４つを重点項目のもとに各種事業に取り組むこ

とを説明いたしました。委員の方からは、みやざき歴史文化館を今

後どのように統合していくのか、また平成２９年度の入館者の状態

はいかがかなどの質問がございました。説明は以上です。

二見教育長 ただいまの説明に対し、ご質問はございませんか。また、お気付

きになられた点はございますでしょうか。

委員 なし。

二見教育長 ないようでしたら、次に、報告第４０号「その他の事件の報告に

ついて」、報告第４１号「臨時代理の報告について」でございます。

これにつきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

１４条第７項により、非公開としたいと思いますが、いかがでしょ

うか。

委員 異議なし。

二見教育長 それでは、ただいまより、非公開といたします。

それでは、ここで非公開を解除いたします。

次に、「５ その他」に移らせていただきます。

松竹学校教育課長 その他として２つよろしいでしょうか。一つ目、当日配付として

机上にお配りしております、教科書として使用する一般図書につい

て説明をさせていただきます。一般図書の教科書としての使用につ

いて、特別支援学校・特別支援学級の部分です。白丸１つ目、特別

支援学級においては、学校教育法の規定により、教科書目録に登載

されている教科書以外の教科用図書を使用することができると定

められております。白丸２つ目、３つ目のように配慮事項がござい

ます。白丸４つ目、一般図書、つまり絵本等の使用にあたっては、

当該学校から市町村教育委員会へ採択理由を付して使用申請が必

要でございます。現状でございますが、本市で現在使用しているの

は、小学校６年生の児童１名でございます。中学校に入学予定です

ので、中学校内に検討委員会を立ち上げていただいて、検討をお願

いする運びでございます。１番下です。学校から申請があった場合

には、教科用図書の採択、採択権者は宮崎市教育委員会となります。

学校からの使用申請を本市教育委員会定例会で承認し、県へ報告す

るという運びになります。一般図書については以上でございます。

二つ目、先日７月３１日に発生いたしました水難事故について概

要をご報告させていただきます。既に新聞報道されておりますが、

本郷中学校の２年生の男子生徒です。７月３１日、水難事故による
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死亡です。事故の程度でございますが、潜水橋から飛び込んだ際、

水深約３メートルの川底に沈み、通りがかった大人の通報により連

絡を受けた消防が約４０分後に救出し、大学病院へ搬送されました

が、同日夜１０時過ぎに死亡が確認されたものでございます。

二見教育長 よろしいでしょうか。

「６ 次回委員会の決定」について、事務局から説明をお願いし

ます。

本村企画総務課長 次回定例会は、平成２９年９月２７日（水）午後１時４０分から、

教育委員会室で開催することをご提案いたします。

二見教育長 提案のありました日時で、次回定例会を開催してよろしいでしょ

うか。

委員 はい。

二見教育長 続きまして、「７ 行事予定」について、事務局から説明をお願

いします。

本村企画総務課長 （ 説 明 ）

二見教育長 以上をもちまして、第９回定例会を終了させていただきます。


